
帯状疱疹（Herpes Zoster） 
 

 学童期までに感染した水痘・帯状疱疹ウィルスは、水痘（水ぼうそう）として発症しま

すが、治った後もこのウィルスは、知覚神経節に潜伏（潜伏感染）しています。加齢・ス

トレス・過労など免疫力が低下することにより、再活性化して、皮膚に発症する病気です

（Fig.1）。 

 

水ぼうそうに罹ったことのある人なら、誰でも帯状疱疹になる可能性があります。身体

の片方にピリピリと刺すような痛みとそれに続く紅斑（Fig.2）・水ぶくれ（水疱 Fig.3）・

ただれ（びらん・潰瘍 Fig.4）・かさぶた（痂皮 Fig.5）などが帯状にみられ、その各々の

病態が混在（Fig.6）しながら、ゆっくりと移行し、通常は 3 週間前後で治ります（Fig.7）。 

 

 

 





 



 帯状疱疹後神経痛（PHN；post-herpetic neuralgia）を来たしやすい状況（Fig.8）；

高齢者（Fig.9）や免疫力の低下している人（糖尿病や膠原病の方、がん治療を受けている

人など）、抗ウィルス治療の遅れた人、顔面の帯状疱疹の人などに起こることが多くありま

す（特に、皮膚症状が激しい時 Fig.10、痛みが激しい時）。 



 

■発症年齢 

 50～70 歳代が多く（Fig.11）、発症率は 70 代がピークです。平均年間発症率 4.5 人

／1000 人／年（約 60 万人が発症）で、年々増加傾向です（Fig.12）。80 歳までに 3 人

に 1 人が罹ると推計されてもいます。 



 

 通常は生涯に1度しか発症しませんが、免疫力の低下している患者は再発することが多々

見られます。 

 

■発症部位 

 ウィルスが潜伏感染している神経節の神経領域に沿って、顔面、上肢、体幹（胸部～腰

部）、下肢などの片側に現れます（Fig.13）。 

 



 （cf）神経節とは；脊髄から出る 31 対の脊髄神経と脳から出る 12 対の脳神経の末梢神

経の神経線維束の伸びていく途中のコブの様な形状をとる部分です（Fig.14）。 

 

 顔面部（三叉神経領域 Fig.15）の帯状疱疹の場合、PHN を合併しやすく、他の合併症

も起こしやすくなります。三叉神経Ⅰ枝領域の帯状疱疹（Fig.16）では、約 40～50％に

眼疾患（虹彩毛様体炎）を合併します。また、三叉神経Ⅲ枝領域もしくは大耳介神経領域

の耳介部の帯状疱疹（Fig.17）では、顔面神経麻痺の出現頻度は 80～90％と云われてい

ます。 

 



 
■治療 

 治療の目標は、①皮疹の治癒促進、②急性期疼痛の消失促進、③慢性期疼痛（PHN）の

予防、④その他の合併症の予防（Fig.18）にあります。 

 

 治療の基本は抗ウィルス薬（Fig.19）で、できるだけ早期に治療を開始することが重要

で、PHN 予防にも大切です。その他に、外用薬（塗り薬）、鎮痛薬や神経ブロック（Fig.20）

があります。 



 

 

 経口の抗ヘルペスウィルス薬には、腎排泄性の薬剤（バルトレックス等）と糞便中に排

泄される薬剤（アメナリーフ）があります。抗ウィルス薬も速効性ではなく、効果発現ま

でには 2～3 日かかります。 

 急性期痛に用いる NSAIDs（非ステロイド性抗炎症薬）は腎血流量を低下させることや、

帯状疱疹後神経痛に用いられるリリカやトラムセットは腎排泄性の薬剤であることに留意

が必要です。抗ウィルス薬とこれらの鎮痛薬の併用により、薬剤性腎障害の発現リスクが

高く、細心の注意が必要です。アメナリーフは腎毒性が少なく、使いやすい薬剤です。塗

り薬にアラセナ軟膏がありますが、皮膚を保護し、再生を促し、細菌による二次感染を防

ぐために使用します。 

 副腎皮質ホルモン（ステロイド）の全身投与を併用することにより、浮腫だけでなく、

急性期疼痛の消失に有効で、PHN 予防にも有用です。 



 日常生活での注意（Fig.21）も必要です。 

 

 帯状疱疹が出るということは、体が疲れていて、休息を求めていることのサインともい

えますので、まずは安静にしましょう（発疹が出てから 10 日間は安静に）。帯状疱疹は、

水ぼうそうに罹ったことのない乳幼児・小児・妊婦には水ぼうそうとして感染することが

ありますので、接触しない様にしましょう。帯状疱疹は、他の人に帯状疱疹としてうつる

ことはありません。 
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